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研究成果の概要（和文）：初年度2014年度では、頚部内頸動脈狭窄症に対し頚部動脈ｽﾃﾝﾄ術（CAS)前後に
ASL-MRIが撮影された18齢において、ASL-MRIにて血流の変化を観察した。その結果、CAS前では18例全例で病変
側大脳半球の脳血流低下が認められたが、CAS後には10例で血流改善を認めた。一方CASの合併症として術後過還
流については観察されなかった。この結果について学会発表を行った。次年度2015年度ではこの発表を基盤とし
て英語論文として投稿し掲載された。初年度から3年かけて行っていたファントム実験での実証実験では定量理
論と実験結果との矛盾しない結果が得られた。現在データ整理中である。

研究成果の概要（英文）：In the first year 2014, changes in cerebral blood flow  (CBF)of 18 patients 
with cervical internal carotid artery stenosis were observed in ASL-MRIs which were taken before and
 after cervical artery stenting (CAS). As a result, CBF reduction in the lesional hemisphere was 
observed in all 18 cases before CAS and CBF improvement was observed in 10 cases after CAS. On the 
other hand, postoperative hyperperfusion as a complication of CAS was not observed. this result was 
presented on a medical conference. In the next year 2015, it was published as an English article. On
 the other hand, the phantom experiment which had been tried for 3 years from the first year, 
consistent results were obtained between quantitative theory and experimental results. Currently 
data is being sorted.

研究分野：放射線医学
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１．研究開始当初の背景 

Interventional Radiology (IVR)は近年

目覚しい発展を遂げ、現在では外科的治

療・内科的治療に変わる第三の低侵襲性治

療として確立され、全世界に広く普及して

いる。しかし、治療効果に不確実な部分が

あり、説明する医師にとって決定的な予後

予測を断言できず、また説明を受ける患者

や家族にとっても漠然とした不安が残るこ

ともある。従って、不確実な部分を定量化・

数値化し、可能な限り客観性のあるエヴィ

デンスを基に、偏りのない治療選択肢を提

示し、十分納得のいく医療の提供が必要で

ある。この客観性のある検証評価方法に関

し、本研究では定量的評価として、

ASL-MRI に着目し臨床的応用性について

模索的に検証を行った。 

 

２．研究の目的 

血管系 IVR における適応と治療効果の定量

的評価法として ASL-MRI に着目し臨床的

応用性について模索的に検証を行うこと 

 

３．研究の方法 

初年度 2014 年度では、頚部内頸動脈狭

窄症に対し頚部動脈ｽﾃﾝﾄ術（CAS)前後に

ASL-MRI に撮影し、脳血流の変化を観察

した。 

初年度から 3年かけて定量理論を考察し

た。その定量理論と実験データとの相関性

を測定するためのファントム実験を行った。 

 

４．研究成果 

初年度 2014 年度の、頚部内頸動脈狭窄

症に対し頚部動脈ｽﾃﾝﾄ術（CAS)前後に

ASL-MRI が撮影された 18 例において、

ASL-MRI にて血流の変化を観察した。そ

の結果、CAS前では 18例全例で病変側大

脳半球の脳血流低下が認められたが、CAS

後には 10 例で血流改善を認めた。一方

CAS の合併症として術後過還流について

は観察されなかった。この結果について学

会発表を行った 29)。次年度 2015年度では

この発表を基盤として英語論文として投稿

し掲載された 11)。初年度から 3年かけて行

っていた定量理論を考察し、結論にいたっ

たため、英語論文にて発表した 4,8)。ファン

トム実験での実証実験では定量理論と実験

結果との矛盾しない結果が得られた。現在

データ整理中である。 
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